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(57)【要約】
【課題】潤滑油の供給量を確保しつつ動力伝達効率の低
下を抑制すること。
【解決手段】入力軸１１と、出力軸１２と、入力コーン
２１と、出力コーン２２と、リング３１と、変速比の変
更の際にリング３１と共に移動するリング支持装置４０
と、間隙Ｃを空けてリング３１の外周面及び側面を覆い
つつ、端部が油貯留部９１の潤滑油の油面よりも上方に
位置するよう当該潤滑油内からリング３１の回転方向に
向けて延設し、前記間隙Ｃに入り込んだ潤滑油を前記端
部の排出口５２に向けて案内する油案内部材５１と、を
備えること。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力軸又は出力軸の内の一方として筐体内に配置する第１回転軸と、
　前記入力軸又は前記出力軸の内の他方として前記筐体内に配置すると共に、前記第１回
転軸と平行に配置した第２回転軸と、
　前記第１回転軸に同心状に配置し、且つ、前記筐体内の油貯留部の潤滑油に下部側を浸
漬させた円錐状の第１回転体と、
　前記第２回転軸に同心状に配置した円錐状の第２回転体と、
　前記第１回転体の外周面の軸線方向の一部を内周面側で覆うよう当該第１回転体に対し
て偏心させて配置すると共に、互いに回転する前記第１回転体と前記第２回転体とに挟ま
れた状態で配置し、これらとの間の摩擦力により回転しながら当該第１回転体と当該第２
回転体との間の動力伝達を行う環状体と、
　該環状体を相対回転自在に支持し、該環状体と共に軸線方向で且つ当該環状体を前記第
１回転体及び前記第２回転体の夫々の傾斜面に沿わせる方向へと移動可能な環状体支持装
置と、
　間隙を空けて前記環状体の外周面及び側面を覆いつつ、端部が前記油貯留部の潤滑油の
油面よりも上方に位置するよう当該潤滑油内から前記環状体の回転方向に向けて延設し、
前記間隙に入り込んだ潤滑油を前記端部の排出口に向けて案内する油案内部材と、
　を備えたことを特徴とする無段変速機。
【請求項２】
　前記油案内部材は、前記間隙に連通する開口を前記油貯留部の潤滑油内に有することを
特徴とした請求項１記載の無段変速機。
【請求項３】
　前記排出口の面積は、前記間隙の面積よりも狭くすることを特徴とした請求項１又は２
に記載の無段変速機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、トルクの入力側と出力側とに各々配置された２つの円錐状の回転体（コーン
）と、一方の回転体が挿入され、且つ、各回転体の夫々の傾斜面で外周面と内周面とが挟
まれた環状体（リング）と、を備え、その環状体を軸線方向に移動させることで変速比を
無段階に変化させる無段変速機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、２つの円錐状の回転体（コーン）と環状体（リング）とで変速比を無段階に変化
させる所謂コーンリング式の無段変速機が知られている。例えば、この種の無段変速機は
、下記の特許文献１及び２に記載されている。特許文献１の無段変速機には、夫々の回転
体の下部において各々の外形（傾斜面）に概ね沿うガイド（流動媒体供給体）が設けられ
ており、回転体や環状体で潤滑油を掻き上げることで潤滑油の供給を行う技術が開示され
ている。また、特許文献２の無段変速機には、夫々の回転体と環状体とを収納する筐体内
に潤滑油を充満させ、これにより回転体と環状体との接触部の潤滑性能と冷却性能の向上
を図る技術が開示されている。
【０００３】
　尚、下記の特許文献３には、歯車を収納する歯車箱に潤滑油を戻す構造であって、その
歯車のリム側面の近傍に排油穴出口を設け、その排油穴出口を歯車の回転により負圧にす
ることで歯車箱に潤滑油を戻す技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２００９－５０６２７９号公報
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【特許文献２】特開２００７－３１５５９９号公報
【特許文献３】特開平９－１５２０２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の無段変速機においては、夫々の回転体の下部側の傾斜面が
軸線方向に渡って概ねガイドで覆われており、各回転体の傾斜面とガイドの壁面とが広範
囲に渡って対向している。従って、この無段変速機では、その対向している傾斜面と壁面
とに接触する潤滑油によって大きな引き摺り抵抗が発生し、動力伝達効率を大きく低下さ
せてしまう虞がある。また、特許文献２の無段変速機においては、回転体や環状体等の筐
体内における回転部材の全体が潤滑油で満たされているので、その全体で潤滑油による引
き摺り抵抗が発生し、動力伝達効率を大きく低下させてしまう虞がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、かかる従来例の有する不都合を改善し、動力伝達効率の低下抑制の
為の潤滑構造を備えた無段変速機の提供を、その目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成する為、本発明は、入力軸又は出力軸の内の一方として筐体内に配置す
る第１回転軸と、前記入力軸又は前記出力軸の内の他方として前記筐体内に配置すると共
に、前記第１回転軸と平行に配置した第２回転軸と、前記第１回転軸に同心状に配置し、
且つ、前記筐体内の油貯留部の潤滑油に下部側を浸漬させた円錐状の第１回転体と、前記
第２回転軸に同心状に配置した円錐状の第２回転体と、前記第１回転体の外周面の軸線方
向の一部を内周面側で覆うよう当該第１回転体に対して偏心させて配置すると共に、互い
に回転する前記第１回転体と前記第２回転体とに挟まれた状態で配置し、これらとの間の
摩擦力により回転しながら当該第１回転体と当該第２回転体との間の動力伝達を行う環状
体と、該環状体を相対回転自在に支持し、該環状体と共に軸線方向で且つ当該環状体を前
記第１回転体及び前記第２回転体の夫々の傾斜面に沿わせる方向へと移動可能な環状体支
持装置と、間隙を空けて前記環状体の外周面及び側面を覆いつつ、端部が前記油貯留部の
潤滑油の油面よりも上方に位置するよう当該潤滑油内から前記環状体の回転方向に向けて
延設し、前記間隙に入り込んだ潤滑油を前記端部の排出口に向けて案内する油案内部材と
、を備えることを特徴としている。
【０００８】
　ここで、前記油案内部材は、前記間隙に連通する開口を前記油貯留部の潤滑油内に有す
ることが望ましい。
【０００９】
　また、前記排出口の面積は、前記間隙の面積よりも狭くすることが望ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る無段変速機においては、環状体と油案内部材との間の潤滑油が当該環状体
の回転に伴い排出口に送られた後排出され、第１回転体及び第２回転体と環状体との接触
部分に供給される。そして、この無段変速機においては、その潤滑油の供給の際に、環状
体の回転のみで潤滑油を接触部分に向けて送出させることができるので、第１回転体等で
掻き上げて供給するよりも潤滑油による引き摺り抵抗が軽減される。また、この無段変速
機に依れば、少なくとも第１回転体の下部側を油貯留部の潤滑油に浸漬させておくことで
、その環状体の回転による潤滑油の供給が可能になるので、第１回転体の全体を潤滑油に
浸漬させるよりも引き摺り抵抗が軽減される。このように、本発明に係る無段変速機は、
第１回転体及び第２回転体と環状体との接触部分における動力伝達性能、潤滑性能や冷却
性能を確保しつつ、潤滑油による引き摺り抵抗の軽減によって動力伝達効率の低下を抑制
することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１１】
【図１】図１は、入力軸と出力軸を同一平面上に置いて上方から観た無段変速機の要部の
概略図である。
【図２】図２は、図１のＸ－Ｘ線で切った無段変速機の断面図であって、その使用状態に
おける配置を示す図である。
【図３】図３は、リング、リング支持装置及び潤滑油案内装置を示す斜視図である。
【図４】図４は、図２の潤滑油案内装置の近傍を拡大した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明に係る無段変速機は、トルクの入力側と出力側とに各々配置された２つの円錐状
の回転体（コーン）と、一方の回転体が挿入され、且つ、各回転体の夫々の傾斜面で外周
面と内周面とが挟まれた環状体（リング）と、を備え、その環状体を軸線方向に移動させ
ることで変速比を無段階に変化させる所謂コーンリング式と云われるものである。
【００１３】
　従って、この無段変速機は、入力軸又は出力軸の内の一方として筐体内に配置された第
１回転軸と、その内の他方として筐体内に配置された第２回転軸と、を有する。その第２
回転軸は、第１回転軸と平行で、且つ、使用状態（つまり車両用の無段変速機であれば車
載状態）で地面から観て当該第１回転軸と同じ高さ、この第１回転軸よりも上方又は当該
第１回転軸よりも下方に配置される。
【００１４】
　また、この無段変速機には、第１回転軸に同心状に配置し、且つ、筐体内の油貯留部の
潤滑油に下部を浸漬させた円錐状の第１回転体と、第２回転軸に同心状に配置した円錐状
の第２回転体と、第１回転体の外周面の軸線方向の一部を内周面側で覆うよう当該第１回
転体に対して偏心させて配置すると共に、互いに回転する第１回転体と第２回転体とに挟
まれた状態で配置し、これらとの間の摩擦力により回転しながら当該第１回転体と当該第
２回転体との間の動力伝達を行う環状体と、が設けられている。第１回転体は、その小径
側の傾斜面を第２回転体の大径側の傾斜面に近接させ、且つ、大径側の傾斜面を第２回転
体の小径側の傾斜面に近接させて配置する。つまり、第１回転体と第２回転体とは、軸線
方向にて逆向きに配置されている。
【００１５】
　更に、この無段変速機には、その環状体を相対回転自在に支持し、この環状体と共に軸
線方向で且つ当該環状体を第１回転体及び第２回転体の夫々の傾斜面に沿わせる方向へと
移動可能な環状体支持装置が設けられている。この無段変速機は、その環状体支持装置の
移動に伴い環状体を同一方向へと移動させ、これにより第１回転体と第２回転体とにおけ
る環状体との接触部分の外径比を変化させることで、変速比（第１回転体と第２回転体と
の間の回転比）を無段階に変化させる。
【００１６】
　ここで、この無段変速機は、間隙を空けて環状体の外周面及び側面を覆いつつ、端部が
油貯留部の潤滑油の油面よりも上方に位置するよう当該潤滑油内から環状体の回転方向に
向けて延設し、その間隙に入り込んだ潤滑油を前記端部の排出口に向けて案内する油案内
部材を備えており、その油案内部材によって油貯留部の潤滑油を第１及び第２の回転体と
環状体との接触部分に供給する。
【００１７】
　以下に、本発明に係る無段変速機の実施例を図面に基づいて詳細に説明する。尚、この
実施例によりこの発明が限定されるものではない。
【００１８】
［実施例］
　本発明に係る無段変速機の実施例を図１から図４に基づいて説明する。
【００１９】
　図１及び図２の符号１は、本実施例の無段変速機を示す。尚、図１及び図２は、無段変
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速機１の要部を表している。図１は、入力軸と出力軸を同一平面上に置いて上方から観た
図である。図２は、その図１のＸ－Ｘ線で切った断面図であるが、説明の便宜上、無段変
速機１の使用状態（この例示では車載状態）を表している。ここでは、第１回転軸と第１
回転体を入力側、第２回転軸と第２回転体を出力側として例示する。図２の矢印Ａは、後
述する動力源からの動力が伝達された際の入力コーン２１やリング３１の回転方向を表し
ており、また、図２の矢印Ｂは、後述する動力源からの動力が伝達された際の出力コーン
２２の回転方向を表している。
【００２０】
　この無段変速機１は、第１回転軸としての入力軸１１と、第２回転軸としての出力軸１
２と、第１回転体としての入力コーン２１と、第２回転体としての出力コーン２２と、環
状体としてのリング３１と、を筐体９０の内部に備える。この例示では、その入力軸１１
と出力軸１２とが各々軸受（図示略）を介して筐体９０に取り付けられている。また、こ
の例示では、入力コーン２１が入力軸１１に一体となって回転し得るよう取り付けられて
おり、更に出力コーン２２が出力軸１２に一体となって回転し得るよう取り付けられてい
る。
【００２１】
　この例示の出力軸１２は、使用状態において入力軸１１よりも高い位置に配置している
。また、この例示では、入力コーン２１と出力コーン２２とを同一の円錐形状に成形して
いる。故に、この例示の出力コーン２２の使用状態における下端部は、入力コーン２１の
使用状態における下端部よりも高い位置にくる。また、入力コーン２１と出力コーン２２
は、各々の傾斜面を対向させ、その間に所定の隙間（リング３１の肉厚分）を空けて配置
している。従って、その隙間は、図１に示すように、一定の間隔で入力コーン２１及び出
力コーン２２の小径側から大径側まで続いている。
【００２２】
　リング３１は、その内径が例えば入力コーン２１の最大外径よりも大きくなるように成
形されている。そして、このリング３１は、軸線方向を一致させて挿入された入力コーン
２１の傾斜面と、出力コーン２２の傾斜面と、によって挟持されている。また、このリン
グ３１は、その幅（換言するならば軸線方向の高さ）が入力コーン２１や出力コーン２２
の軸線方向の長さよりも短くなっている。この無段変速機１は、このリング３１を軸線方
向で且つ入力コーン２１及び出力コーン２２の夫々の傾斜面に沿って移動させることで、
入力コーン２１と出力コーン２２との間の回転比を変化させ、これにより変速比を変える
。その際、リング３１は、上記の入力コーン２１と出力コーン２２との間の隙間に沿って
移動する。従って、リング３１の内周面は、入力コーン２１の傾斜面の軸線方向に対する
傾斜角と同等の軸線方向に対する傾斜角を有する傾斜面になっている。同様に、リング３
１の外周面は、出力コーン２２の傾斜面の軸線方向に対する傾斜角と同等の軸線方向に対
する傾斜角を有する傾斜面になっている。
【００２３】
　このリング３１は、環状体支持装置としてのリング支持装置４０に支持されている（図
２及び図３）。そのリング支持装置４０は、内径がリング３１の最大外径よりも大きく、
且つ、幅がリング３１の幅よりも広い円弧状の主体４１を備える。この例示の主体４１は
、略１８０度の円弧状の部材であり、使用状態にて一端が上方に位置し且つ下端が下方に
位置するようリング３１と同心状に配置する。尚、この主体４１は、必ずしもリング３１
と同心の円弧状の部材である必要はなく、また、リング３１と同心状に配置された部材に
限定するものでもない。例えば、この主体４１は、その円弧状の部材をリング３１に対し
偏心させて配置してもよく、また、楕円状の部材であってもよい。また、このリング支持
装置４０には、リング３１を双方の側面から支持する支持部材４２が設けられている。そ
の支持部材４２は、円筒状又は円柱状に成形し、その軸線方向をリング３１の回転中心軸
と直交させるよう主体４１に配置する。ここでは、主体４１の両端に２つずつ支持部材４
２が配設されており、その２つずつの支持部材４２によってリング３１の双方の側面から
挟み込む。支持部材４２は、主体４１に対して自らの軸線を中心にして回転できるよう取
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り付けられており、リング３１の回転と共に当該リング３１の側面上を転動することがで
きる。
【００２４】
　リング支持装置４０は、図示しない駆動部によって、軸線方向で且つ入力コーン２１及
び出力コーン２２の夫々の傾斜面に沿って往復移動できるように筐体９０に対して保持さ
れている。その駆動部は、例えば、電動モータ等の駆動源の動力により主体４１を往復移
動させることで、リング支持装置４０と共にリング３１も往復移動させる。
【００２５】
　この無段変速機１は、例えば車両に搭載され、入力軸１１をエンジンや電動モータ等の
動力源（図示略）に繋ぐと共に、出力軸１２を駆動輪側（図示略）に繋ぐ。この無段変速
機１においては、その動力源の動力が入力軸１１に入力されると、その入力トルクが入力
コーン２１に伝わり、入力コーン２１の傾斜面との間の潤滑油の油膜を介してリング３１
の内周面に伝達される。そのリング３１は、入力コーン２１の傾斜面との間の摩擦力（ト
ラクション力）により回転し、外周面との間の潤滑油の油膜を介してトルクを出力コーン
２２の傾斜面に伝える。その出力コーン２２は、リング３１の外周面との間の摩擦力によ
り回転する。この出力コーン２２のトルクは、出力軸１２に伝わり、駆動輪側へと伝達さ
れる。
【００２６】
　このように、この無段変速機１は、潤滑油のせん断応力によって動力伝達を行う変速機
であり、その潤滑油（所謂トラクション油）を入力コーン２１及び出力コーン２２とリン
グ３１との接触部分（以下、「動力伝達部」と云う。）に供給する必要がある。これが為
、この無段変速機１の筐体９０には、その潤滑油を貯留する為の油貯留部９１が使用状態
における下部に形成されている。その油貯留部９１の潤滑油には、入力コーン２１を浸漬
させる一方、出力コーン２２を浸漬させない。この油貯留部９１の潤滑油の油面の位置に
より、出力コーン２２においては、油貯留部９１の潤滑油による引き摺り抵抗が発生しな
い。従って、この無段変速機１は、出力コーン２２におけるトルクの伝達効率の低下を抑
えることができる。
【００２７】
　この無段変速機１においては、入力コーン２１やリング３１の回転に伴い油貯留部９１
の潤滑油を上方へと掻き上げることが可能である。しかしながら、この無段変速機１は、
リング３１の幅が狭いので、リング３１の回転に伴う油貯留部９１の潤滑油による引き摺
り抵抗を軽減できる反面、動力伝達部に対して、動力伝達、潤滑や冷却に必要な量の潤滑
油が供給され難くなっている可能性がある。
【００２８】
　そこで、この無段変速機１には、その動力伝達部に対して油貯留部９１の潤滑油を案内
する潤滑油案内装置が設けられている。
【００２９】
　この例示の潤滑油案内装置は、油案内部材５１を備える（図２－図４）。その油案内部
材５１は、間隙Ｃを空けてリング３１の外周面と夫々の側面とを覆いつつ、一方の端部が
油貯留部９１の潤滑油の油面よりも上方に位置するよう当該潤滑油内からリング３１の回
転方向に向けて延設したものであって、そのリング３１との間隙Ｃに入り込んだ潤滑油を
当該リング３１の回転と共に上記の端部の排出口５２に向けて案内する部材である。尚、
その間隙Ｃについては、リング３１の外周面と油案内部材５１の内周面との間の大きさに
、リング３１の側面と油案内部材５１の側面との間の大きさを一致させてもよく、その夫
々の大きさを変えてもよい。
【００３０】
　その端部に案内された潤滑油は、リング３１と油案内部材５１との間に形成された排出
口５２から排出される。この潤滑油案内装置は、その排出された潤滑油を動力伝達部に供
給するものでもある。その為に、排出口５２（つまり油案内部材５１の一方の端部）は、
その排出された潤滑油が動力伝達部に届く高さに設ける。その高さは、リング３１の外径
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や回転数、リング３１と油案内部材５１との間の間隙Ｃの大きさ、潤滑油の粘度等の様々
な要件により決まるものであり、無段変速機１の仕様や搭載対象の車両の仕様等に応じた
実験やシミュレーションにより設定する。例えば、排出口５２の高さは、入力コーン２１
の回転中心軸よりも下部側に設けることが好ましい。これにより、この無段変速機１にお
いては、この排出口５２の高さよりも低い位置に油貯留部９１の潤滑油の油面高さが調整
されるので、その潤滑油に入力コーン２１の下部側のみを浸漬させることができる。従っ
て、この無段変速機１は、入力コーン２１の全体が油貯留部９１の潤滑油に浸かっている
訳ではないので、入力コーン２１やリング３１の回転に伴う油貯留部９１の潤滑油による
引き摺り抵抗を可能な限り軽減できる。ここで、この例示の排出口５２は、リング３１が
入力コーン２１の大径側に位置しているときに、地面から起算して最も高くなっている。
これが為、排出口５２の高さと油貯留部９１の潤滑油の油面の高さは、リング３１が入力
コーン２１の大径側に位置しているときを基準にして設定することが好ましい。
【００３１】
　この例示において、油案内部材５１は、その他方の端部（油貯留部９１の潤滑油に浸漬
している端部）をリング支持装置４０に取り付けている。故に、この油案内部材５１は、
リング３１やリング支持装置４０と共に移動することができる。
【００３２】
　さて、リング３１と油案内部材５１との間の間隙Ｃは、その隙間が大きければ潤滑油が
直接入り込み易いが、その反面、その隙間が大き過ぎると、間隙Ｃの潤滑油の油量が多く
なり、リング３１の回転に伴う間隙Ｃの潤滑油による引き摺り抵抗が大きくなる。一方、
この間隙Ｃは、その隙間が小さければ、間隙Ｃの潤滑油の油量が少なく、リング３１の回
転に伴う間隙Ｃの潤滑油による引き摺り抵抗が小さくなるが、その反面、その隙間が小さ
過ぎると、潤滑油が直接入り込み難いものとなる。
【００３３】
　そこで、本実施例においては、先ず、その間隙Ｃの潤滑油による引き摺り抵抗を軽減さ
せるべく、間隙Ｃの大きさが小さくなるように油案内部材５１を成形する。そして、その
間隙Ｃへの潤滑油の流入性については、油案内部材５１に形成した開口５３によって対応
する（図２－図４）。
【００３４】
　その開口５３は、油貯留部９１の潤滑油をリング３１と油案内部材５１との間の間隙Ｃ
に導く為の潤滑油の供給口である。この開口５３は、油案内部材５１の外周面において潤
滑油に浸漬している部分に形成し、その油案内部材５１における外周面側と内周面側（間
隙Ｃ側）とを連通させる。この例示では、リング支持装置４０との接続側に形成している
。
【００３５】
　この開口５３は、リング３１の回転によって発生した負圧を利用して、間隙Ｃ内に油貯
留部９１の潤滑油を導入するものである。従って、油案内部材５１の内周面において開口
５３が形成されている部分には、リング３１の外周面に向けて突出させた突起部５４を設
ける（図２及び図４）。これにより、その突起部５４とリング３１の外周面との間隔が狭
くなるので、リング３１が回転しているときには、その間で潤滑油の流速が増加し、開口
５３の間隙Ｃ側で負圧が発生する。油貯留部９１の潤滑油は、そのリング３１の回転によ
る負圧に導かれて開口５３から間隙Ｃ内へと吸い込まれる。吸い込まれた潤滑油は、リン
グ３１の回転によって排出口５２に向けて吸い上げられる。ここで、突起部５４は、負圧
の発生を目的にして設けるものなので、開口５３の部分が最も突出量の多い山型等の形状
にすればよく、これにより最も突出量の多い部分以外の潤滑油の流動が妨げられ難くなる
。
【００３６】
　ところで、上述したように、この無段変速機１においては、排出された潤滑油が動力伝
達部へと供給されるように、排出口５２の高さを設定している。これが為、この無段変速
機１では、リング３１が低回転の場合も考慮に入れて排出口５２の高さが設定される。つ
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まり、リング３１が低回転の場合、間隙Ｃ内の潤滑油の流速が低く、その動力伝達部に潤
滑油が届かない可能性があるので、排出口５２の高さは、その点を考慮して、高めに設定
しておく必要がある。しかしながら、排出口５２を高い位置に設けた場合は、油貯留部９
１の潤滑油の油面を上方へと上げておくことが排出口５２への潤滑油の流動を誘う上では
好ましいのだが、これにより、油貯留部９１の潤滑油への入力コーン２１やリング３１の
浸漬量が増えるので、引き摺り抵抗の増加を招き好ましくない。
【００３７】
　そこで、この無段変速機１においては、排出口５２の面積を間隙Ｃの面積よりも狭め、
この排出口５２から排出される潤滑油の流速を上昇させることで、排出された潤滑油の飛
翔距離を増加させる。これにより、この無段変速機１では、排出口５２の面積を狭める前
と比較して、排出口５２から排出された潤滑油が動力伝達部に届き易くなる。従って、こ
の無段変速機１は、リング３１が低回転の場合でも、その動力伝達部に対して潤滑油を確
実に供給することができるようになる。また、この無段変速機１は、リング３１が低回転
の場合の動力伝達部への潤滑油の供給量を確保した上で、排出口５２の高さを下げること
もできるので、油貯留部９１の潤滑油の油面の低下による引き摺り抵抗の軽減を図ること
も可能である。尚、排出口５２の面積や間隙Ｃの面積とは、例えば径方向（リング３１や
油案内部材５１の径方向）に切った断面の面積のことを云う。
【００３８】
　ここで、その排出口５２の縮小は、例えば、油案内部材５１の排出口５２側の端部をリ
ング３１の外周面側に傾倒させたり、その端部の内周面にリング３１の外周面に向けた突
出部を設けたりすることで絞り部を形成し、これにより実現させればよい。
【００３９】
　以上示したように、この無段変速機１は、潤滑油案内装置の油案内部材５１によって、
油貯留部９１の潤滑油をリング３１の回転に伴う負圧で開口５３から当該リング３１との
間の間隙Ｃに流入させ、その間隙Ｃの潤滑油を排出口５２から動力伝達部に送ることがで
きる。更に、この無段変速機１においては、排出口５２を絞って潤滑油の流速を上げてい
るので、リング３１が低回転のときも、排出口５２から排出された潤滑油を動力伝達部に
供給することができる。従って、この無段変速機１は、その動力伝達部における動力伝達
性能、潤滑性能や冷却性能を得ることができる。
【００４０】
　また、この無段変速機１においては、負圧を利用して間隙Ｃに潤滑油を吸い入れること
ができるので、その間隙Ｃに過剰な油量の潤滑油を溜めておく必要が無く、この間隙Ｃの
潤滑油による引き摺り抵抗の軽減が可能になる。その際には、リング３１の回転のみで潤
滑油を間隙Ｃに引き入れ、且つ、排出口５２に導いて動力伝達部へと送ることができるの
で、潤滑油を入力コーン２１等の掻き上げにより送るよりも引き摺り抵抗が軽減されてい
る。従って、油案内部材５１は、リング３１だけを覆えばよいので、その小型化も可能に
なる。また更に、この無段変速機１においては、排出口５２の絞り部による潤滑油の飛翔
距離の増加に伴い、油貯留部９１の潤滑油の油面を低下させることができるので、その油
貯留部９１の潤滑油の油量の低減が可能になる。そして、更に、この無段変速機１は、そ
の油面の低下に伴い、入力コーン２１やリング３１の下部側のみを油貯留部９１の潤滑油
に浸漬させればよく、その潤滑油に出力コーン２２を浸漬させずとも済むので、油貯留部
９１の潤滑油による引き摺り抵抗が軽減される。
【００４１】
　このように、本実施例の無段変速機１は、動力伝達部における動力伝達性能、潤滑性能
や冷却性能を確保しつつ、潤滑油による引き摺り抵抗の軽減によって動力伝達効率の低下
を抑制することができる。
【符号の説明】
【００４２】
　１　無段変速機
　１１　入力軸



(9) JP 2012-184784 A 2012.9.27

10

　１２　出力軸
　２１　入力コーン
　２２　出力コーン
　３１　リング
　４０　リング支持装置
　５１　油案内部材
　５２　排出口
　５３　開口
　５４　突起部
　９０　筐体
　９１　油貯留部
　Ｃ　間隙

【図１】 【図２】
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